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永
楽
の
r線
諭
し
あ
や
ま
っ
て
論
説
欄
を
漬
し
㌣
の
で
あ
る
が
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引
渡
づ
-
｢
永
諭
し
の
痢
分
暮二
つ
い
て
に
'
左
の
塊
由
に
よ
り
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主
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に
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て
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の

末
尾
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｢
ペ
グ
組
み
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ぜ
ら
る
べ
き
事
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し
L
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.
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文
起
病
中
'
筆
者
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逸
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し
げ
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し
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次
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想
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撃
し
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推
敵
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を
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冗
漁
の
文
な
そ
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ま
～
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な
き
に
到
つ
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の
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1
で
あ
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｡
次
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で
､

そ
の
間
､
カ
プ
セ
ル
同
書
に
射
す
る
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ブ
ル
グ
'
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屯
ン
等
､
猫
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名
流
の
棒
大
な
る
諸
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評
究
め
る
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感
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少

-
と

も
右

1
文
だ
け
な
り

と

も
之
を
参
照
す
べ
き
鰐
沖
的
債
務
な
痛
感
し
七
の
で
あ
る
が
'
今
の
筆
者
の
時
間
の
到
底
之
を
許
さ

ゞ
為
も
の
あ
る
を

同
時
_二
見
出
だ
し
ii
の
が
､

●

そ
竺

一で
あ
る
O
依

っ
て
.

二
･発
づ
常
田
に
は
本
誌
紙
数
へ
の
挺
迫
だ
け
な
り
と
も
観
城
ぜ
L
吟
､
以
っ
て
拙
文
の
修
訂
補
正
を
他
日
の
業
に
留

保
せ
ん
と
す
る
微
意
を
表
し
置
き
i1
く
思
ふ
の
で
あ
る
.
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'
六

緒
論
は
を
rJ
に
を
は
つ
允
.
今

吾
人
は
進
み
ィ,.
此
の
主
著
の
各
位
系
中
に
突
光
と
糞
ほ
れ
て
ゐ
る
特
殊
の
相
を

措
出
し
､
つ
い
で

1
路
'
結
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だ
急
が
ぬ
ば
怒
ら
の
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凡
を
白
か
ら
の
梶
蹄
す
る
煩
慮
の
観
念
に
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し
め
イし

適
切
在
省
略
を
試
み
る
の
は
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評
の
業
に
は
必
然
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要
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せ
ら
れ
る
用
意
な
の
で
あ
る
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以
上
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に
お
け
る
私
は
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rJ
の
約
束
を
忘
れ
が
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で
あ
っ
た
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然
る
に
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引
療
-
本
論
に
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は
'
同
著
の
内
在
す
る

箇
性
ミ
い
ふ
も
の
を
抽
出
し
て
之
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簡
素
に
ゑ
が
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だ
す
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寧
ろ
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然
的
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が
あ
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こ
に
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は
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ら
れ
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萄
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光
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ら
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あ
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的
存
在
の
意
義
を
穿
駕
せ
し
ひ
る
べ
き
若
干
の
要
翫
｣
在
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を
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存
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る
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る
tJ
思
ふ
の
で
あ
る
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る
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て
椿
に
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つ
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ろ
の
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の
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の
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れ
る
の
む
通
普
有
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す
る
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な
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後
れ
は
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の
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攻
範
囲
だ
し
て
は
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代
寒
路

生
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の
開
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を
主
対
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だ
し
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徒
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で
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の
垂
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だ
し
て
は
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璃
逸
新
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史
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の
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在
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れ
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に
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す
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赦
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に
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娃
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る
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に
叙
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し
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よ
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あ
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反
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も
の
で
あ
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従
う
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の
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が
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審
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活
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基
本
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概
念
を
述
べ
慣
格
決
定
理
法
を
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は
し
て
生
産

･
分
配
が
同

時
的
に
行
経

る
の
晶

-
-

ろ
の
第

一
編
か
ら
雷

ら
れ
る
の
で
雪

が
､
す

れ
は
異
掌

に
､
鼎
警

組
織

だ
い
ふ
こ
と
を
重
要
視
す
る
｡
即
ち
'
審
済
.こ
は
ま
も
に
清
雄
的
覆
る
欲
望
の
充
足
を
目
的
と
す
る
準
備
行
虜
で
あ

り

'
何
ら
か
の
嫡
雄
的
在
る
目
標
の
追
求
を
含
む
'
文
促
進
み
て
済
雄
的
覆
る
欲
望
を
有
数
に
充
た
す
に
は
必
然
'

多
衆
問
の
分
糞

･
協
業
を
要
す
る
が
故
に
t
を
は
ま
允
皆
然
'
よ
り
大
に
し
て
且
つ
緊
密
在
る
組
織
の
存
在
を
要
請

す
る
｡
之
に
次
S
で
'
握
醇
行
男
を
特
に
他
の
街
虜
よ
h
別
た
し
ひ
る
所
以
を
､
文
化
人
の
欲
望
の
無
壱
無
限
た
･a

ゆ
-
の
に
繋
し
て
､
此
れ
が
充
足
手
段
の
常
に
有
限
不
足
で
あ
る

ご

い
ふ

の
革
質
に
求
め
る
｡
貰
う
し
て
此
れ
乙

を
'
彼
れ
の
流
通
経
済
の
中
心
を
な
す
慣
格
決
定
行
程
の
理
法
を
可
能
な
ら
し
め
る
基
本
的
概
念
即
ち

｢
諌
少
佐
の

主
義
L
P
rin
Zip
d

er
K
n
ap
p
h
eit
に
外
在
ら
な
い
0
人
は
自
然
的
に
技
術
的
に
赴
倉
的
は
た
歴
史
的
に
常
に
有
限
不

足
在
る
を
の
手
段
か
用
ゐ
て
.
rJ
の
無
限
極
大
の
鐘
活
目
的
'i
過
食
せ
し
め
岬
か
A
yJ
す
る
其
の
必
然
的
結
果
}J
L

y
熟
慮
計
慮
L
t
以
っ
て
か
の
無
限
大
の
目
的
系
列
に
つ
い
て
適
切
な
取
捨
選
環
を
試
み
ね
ば
在
ら
ず
'
之
を
経
済

的

wi
r
ts

cb
aftlich

で
あ
る
さ
い
払
'
叉
よ
き
経
済

W
irtSchafttich
k
eit
だ
呼
ぶ
の
で
あ
る
｡

よ
き
審
韓
は
'
或
弘

は
金
欲
望
を
統
制
し
専
要
な
ら
き
る
欲
望
を
拒
斥
す
る
に
よ
り
'
或
弘
は
其
の
手
段
を
最
専
用
す
る
に
よ
h
､
叉
或

弘
は
人
的
能
率
を
樹
進
す
る
に
よ
ち
て
'
要
言
す
れ
ば
'
計
慮
及
び
努
力
に
よ
-
て
貰
現
せ
ら
れ
る
〕
さ
う
し

て､

か
J
る
手
段
の
鰐
蜂
的
菩
用
に
あ
た
ら
'
人
は
意
識
的
又
は
無
意
識
的
に
.
そ
の
重
要
さ
緊
切
rb
に
よ
る
欲
望
の
分
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行
ふ
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あ
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だ
り
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段
の
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つ
い

て
5
ば
か
ら
で
は
在
-
'
縦
断
的
障
尚
的

に
最
も
善
用
せ
ら
る
べ
-
仝
時
期
に
亙
っ
て
其
の
手
段
が
配
昏
せ
ら
れ
緑
綬
せ
ら
れ
る
や
う
に
79
試
み
る
.

で
'
此

く
の
如
き
は
､
璽

見
'
発
光
さ
る
べ
き
欲
望
が
略
ぼ
均
等
な
る
が
や
う
に
､
又
を
が
最
少
手
段
に
て
屈
た
さ
る
.F''
き

が
や
う
に
翁
n
れ
る
の
む
意
娩
す
る
も
の
に
外
客
ら
屯
か
ら
'
之
を
定
言
促
し
て
'
欲
望
充
足
均
等
の
主
義
ま
ね
は

最
少
手
段
の
主
義
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d
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u
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.
o
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d
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M
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世
だ
S
ふ
｡
rJ
の
二
つ
の
理
法
こ
そ
.
入
間
行
虜
に
お
け
る
凝
醇
を
蓮
成
せ
し
む
べ
き
根
本
的
要
論
僧
形

も
づ
-
る
も
の
で
'
あ
払
食
し
て
は
､
か
の
'
最
少
の
犠
牲
を
も
っ
て
最
大
の
報
償
を
獲
ん
だ
す
る
'
謂
ゆ
る

一
般

的
雀
済
ま
義

at1gem
eine
wi
r訂
ch
aftlicb
e
P
irn
Z
ip

の
原
則
有
る
も
の
に
覆
る
の
で
あ
る
｡
し
か
し
t
rJ
れ
ら
の
理

法
の
叔
鋸
に
は
常
に
'
稀
少
性
の
窒
素
が
深
-
構
た
は
ら
存
在
し
.
rJ
の
理
法
の
存
す
る
に
よ
っ
て
初
め
て

想
像

せ
ら
る
べ
き
如
何
な
る
牡
禽
審
済
秩
序
の
も
ど
に
あ
h
七
も
'
或
る
法
則
が
凡
.I(
y
志
望
在
ら
き

る
厳
た
る
電
路
的

必
然
性

w
irtsch
aJftlich
e
N
o訂
en
a
叫gk
e…t
を
･3
つ
て
迫
-
凍
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
在
ら
ぬ
O
か

-

て'
有
ゆ
る
組
織
を
超
え
て
支
配
す
べ
き
科
挙
的
法
則
を
立
て
ん
だ
す
る
も
の
は
'
先
づ
'
を
の
根
本
的
な
自
然
的

制
約
～
J
宗

光
-
'
こ
の
魂
少
佐
の
理
則
(Ppfi盟

錆

腔
1,atES琵
…o
der)を
認
富

を
要
す
る
の
で
あ
る
｡
つ
い
で
.

連
座
及
望
典
資
本
形
成
に
関
す
る
を
の
概
念
に
は
特
記
す
べ
き
も
の
む
見
出
さ
取
材
れ
哲
も
'
し
か
し
､
後
れ
が
箇

筒
の
生
産
叉
は
暗
嚢
W
い
ふ
技
術
的
在
断
層
的
塚
概
念
を
拒
否
し
'
代
ゆ
る
に
呑
鰹
だ
し
て
の
生
歯
◎
復
生
産
が
常
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禁

網
的
社
食
経
滑
車
』
の
研
究
(
英
二
)

第
六
鋸

七
七
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三
十
八
番

完

九
六
)

論

説

カ
タ
セ
監

捜
論
的
赦
曾
経
済
聾
』
の
研
究
(英
二
)

第
六
鍍

七
八

に
総
横
的
行
程
で
あ
る
旨
を
力
説
す
る
鮎
に
お
S
V
.
鮮
か
在
個
性
の
存
在
を
主
張
し
な
る
の
を
見
出
す
｡
日
ふ
'

現
賓
生
活
に
お
け
る
生
産
は
恒
久
的
在

7
捧
療
行
程
で
あ
り
'
そ
の
程
々
粕
に
衷
は
れ
た
部
分
的
行
程
に
お
い
等

J

を
英
は
完
結
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
皆
も
'
然
し
之
だ
同
時
に
'
他
の
部
分
に
て
は
絶
え
ず
珂
行
程
が
繰
h
返

へ
さ

れ
居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
.
金
鰹
w
L
て
重
度
行
程
を
眺
め
る
覆
ら
ば
p
そ
れ
は
雷
さ
し
-
始
め
宣
-
港
-
潔
さ
79

の
で
あ
る
だ
/J

で
､
放
れ
は
'
英
狗
米
軍
に
お
け
る
職
鍋
の
生
産
.
叉
允
聴
界
を
通
じ
て
の
農
耕
糞
の
そ
れ
が
如
何

に
捧
積
的
行
程
を
覆
す
も
の
で
あ
る
か
t
n
う
し
て
斯
か
る
政
商
的
行
程
の
う
ち
に
如
何
に
異
資
本
及
び
生
産
参
加

者

へ
の
所
得
が
増
殖
し
街
-
79
の
で
あ
る
か
を
述
べ
.
以
っ
て
淀
通
置
酉
の
本
質
3.I)開
明
せ
ん
.ij
す
る
.

◎
⑳

ま
づ
後
れ
は
'
交
換
経
済
は
た
流
通
澄
醇
は
､
常
に
貸
鮮
経
済
で
あ
る
だ
共
に
叉
た
赴
脅
轟
哲
で
あ
h
t
を
の
極

●
●

限
が
国
民
置
酵
で
あ
る
の
里
ゴロ
払
'
つ
い
で
p
か
1
る

流

通

経
済
の
娘
舷
に
立
つ
赴
骨
組
織
が
必
然
常
に
'
私
有
財
産

制
の
存
在
を
前
捜
せ
ね
は
怒
ら
す
.
且
っ
滑
選
の
自
由
(,J
職
業
の
自
由
己
を
保
障
せ
ね
ば
怒
ら
沿
の
む
隣
諭
し
'
夏

ら
に
第

1
編
の
理
論
が
主
も
に
滑
選
の
自
由
を
'
第
二
編
の
分
配
理
論
が
職
業
の
自
由
を
も
特
に
要
請
す
る
も
の
で

あ
る
の
を
大
書
す
る
｡
さ
う
し
て
此
-
の
如
き
が
亦
.
ポ
ー
レ
の
敢
脅
重
義
批
判
の
根
壕
を
在
し
居
れ
る
も
の
で
あ

る
の
は
恐
ら
-
'
世
間
周
知
の
朗
で
あ
ら
う
｡
さ
て
'
流
通
審
韓
の
澄
ま
れ
る
限
り
.
交
換
せ
ら
れ
た
る

l
切
の
財

貨
動
静
は
凡
を
､
或
る
共
通
的
財
貨
の
稀
量
に
て
評
債
せ
ら
れ
ね
ば
有
ら
ず
､
n
う
L
y
此
虞
に
て
は
姑
ら
-
'
之

に
て
の
稀
量
を

一
簿
記
上
の
問
題
だ
解
し
置
-
を
妨
げ
き
る
此
の
共
通
的
在
る
飴
分
母
を
ば
貨
幣
yJ
呼

漆

の
で
あ



る
O

か
-
雪

わ
が
経
済
鐘
活
の
掃
す
る
限
り
P

f
切
の
慣
億

(を
の
看
す
る
比
較
的
在
る
カ

◎
奉
仕
の
能
力
の
.秦

つ
重
要
さ
叉
は
大
さ
)
の
評
量
は
凡
を
明
確
在
数
量
的
覆
る
臆
の
貨
幣
稀
畳
に
て
街
は
れ
る
が
故
に
'
交
換
の
理
義

は
斥
け
ら
れ
三
雲
只
の
を
れ
ど
な
り
'
主
観
的
雀
荘
漠
光
る
惜
値

W
erbe
の
概
念
は
拒
否
せ
ら
れ

て
客
観
的
に
明

確
在
数
量
的
覆
る
慣
格
P
reise
の
そ
れ
だ
有
る
.
思
ふ
に
後
楽
は
屡
々
苛
賃
常
在
き
讐
父
換
握
滑
が
存
在
し
た
る
も

の
}J
思
惟
せ
ら
れ
､
乙
の
縄
展
交
換
荘
韓
だ
79
1言
は
る
べ
き
･JP
の
～
相
を
探
h
二

重
観
的
僧
侶
の
変
換
を
基
調
}J′/

す
る
を
の
理
論
的
構
造
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ

て
､か
の
通
説
の
観
を
墨
し
た
主
観
約
倍
億
説

su
bje
ktiveW
er･

t
l
e
h

L･
e

の
如
き
は
此
れ
に
外
在
ら
ぬ
.
け
れ
営
為
.
を
の
謬
妾
で
あ
る
の
は
.
貨
欝
濯
済
な
ら
き
る
流
通
麓
済
在
る

も
の
ヽ
存
在
は
歴
史
上
論
語
せ
ら
れ
す
､
叉
允
事
貰
上
如
何
な
る
行
虜
蔑
む
W
も
英
が
貨
層
解
義
に
て
表
示
せ
ら
れ

き

る
限
り
審
済
率
の
国
内
に
は
入
り
蒸
ら
き
る
に
よ
っ
て
到
軸
せ
ら
れ
る
O
を
れ
故
に
'
貨
幣
の
概
念
は
浅
過
経
済

汎
論
の
壁
頭
に
導
き
入
れ
ら
る
べ
き
量

に
p
(釦
的駒
場
瑚
詣

湘
莞

詣

謂

堰

堤
}3
逆
に
.
債
億
の
理
論

扇

は
少

-
yJ
も
華
済
撃
の
埠
外
に
は
放
逐
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
｡
吾
人
は
初
珍
よ
り
し
て
.
億
億
の
概
念
を
債
格
の
を
れ
に

y
置
き
換
へ
y
慣
償
諭
の
代
ち

に
曙
格
諭
を
有
つ
べ
き
で
あ
h
.
従
う
て
流
通
寝
酒
理
論
は
事
案
上
'

一
の
債
務
決

定
理
論

ein
e
L
eh
re
d
e
r
P

reisbild
u
ng
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
｡
能
ふ
限
h
現
賓
生
活
の
農
を
俸
ふ
る
褒
め
に
'
吾
人

は
'
舌
-
は
ア
リ
ス
-
ブ
レ

ス
､降
っ
て
ブ
イ
デ
オ
ク
ラ
ツ
ト
似
降
の
今

は
慣
億
な
き
遺
産
た
る
慣
億
論
に
著
し

て､

ヽ
ヽ

未
練
を
残
し
て
は
在
ら
沿
｡
貰
う
し
て
斯
か
る
浄
化
作
用
が
.
経
済
理
法
の
展
開
を
よ
う
よ
き
結
果
へ
導
-
の
は

第
三
十
八
番

完

九
七
)

論

説

カ
タ

七
宝

理
論
的
祉
曾
紳
漕
畢
B
の
研
究
(
英
二
)

第
六
審

七
九



第
三
十
八
番

(
九
九
八
)

論

説

カ

ブ
七
宝

理
論
的
放
骨
組
滑
撃
B

の
折
究
(
英
二
)

第
六
既

八
〇

明
か
で
あ
る
O

上
家
の
理
論
的
結
果
は
必
然
的
に
'
次
い
で
述
べ
ら
る
べ
GnJ資
本
及
び
所
得
の
概
念
だ
覆
る
o
貨
静

の
稀
真
に
で
.
i
切
財
貨
を
許
慣
す
る
慣
行
が
薪
-
し
て
確
立
せ
ら
れ
る
E
t
異
資
本
だ
し
て
a
Ts
R
e

alkapital
呼
ば

れ
る
も
の
は
.
凡
を
'
を
が
頁
買
せ
ら
れ
る
貨
鮮
額
の
噂
減
給
長
と
い
ふ
観
粘
の
み
か
ら
考

へ
ら
れ
る
J

で
'
を
の

辞
儀
の
瞬
間
に
お
け
る
此
の
抽
象
的
な
貨
幣
鶴
自
鰹

d
ie
abstrak
te
G
e】d
su
n]m
e
selb
st
が
､
然
り
そ
れ
の
み
が
'

資
本
})
し

て
atS
K
a
pital
人
の
理
解
に
の
ぼ
り
.
貰
う
し
て
を
れ
吏
農
付
け
る
異
資
本
が
事
案
上
何
も
の
に
且
義

さ
れ
を
ら
う
･,J
も
､
叉
た
貸
借

｡
投
資
に
供
用
さ
れ
を
ら
う
､こ
Q
P
を
は
琴

1義
的
在
問
題
だ
在
る
｡
然
る
に
斯
撃

に
は
極
ゆ
て
歴
史
的
在
合
著
を
も
つ
富
だ
い
ふ
何
は

1
つ
の
概
念
が
あ
る
け
れ
や
も
'
其
れ
だ
別
た
れ

る
た

め
に

は
'
資
本
と
は

l
定
の
貨
幣
額
に
て
現
は
n
れ
利
殖
に
供
用
せ
ら
れ
る
私
有
財
産
で
あ
る
W
虜
せ
ば
よ
ろ
し
い
.
普

た
'
異
資
本
だ
別
つ
允
め
聾
者
時
に
.
右
の
資
本
に
封
し
て
は
抽
象
的
'
形
式
的
又
は
補
具
在
世
の
文
字
を
冠
す
る

rJ
だ
が
ぁ
る
け
れ
皆
も
t
を
れ
は
寧
ろ
逆
で
'
乙

の
箇

人々

の
所
有

権

に

属

す
る
抽
象

的在
貨
幣
額

自

臆
乙
を

'
理

論
上
は
允
ま
た
嘗
際
上
堆

石

資
本
量

ら
る
べ
き
で
あ
る
D

(誓
那
欄
詣

Ⅶ
詣
鮒
輸
舶
碩

鮎

か髭

完
莞

鎧

細
別

鑓

欝

幣

呉
艶

耶
鮒
朗
譜

表

%
謂

順
が

脈
鴇

蛸
絶
頂

)
か
-
し
て
異
資
本
は
古

今
有
ゆ
る
霞
済
秩
序
に
-

翠

せ
ら
れ
允

叫
超
勤
範
噂
で
あ
る
け
れ
や
も
'
此
の
意
奴
に
お
け
る
資
本
に
い
た
っ
て
は
現
存
社
食
審
軒
秩
序
に
お
け

る

蒜

殊
現
象
管

だ
看
て
謬
去

禁

｡
(嚇
㌫

指

譜

ti成
城
塗

㌍

掛
軸
駅

い
鑓

鯛
糊
鮎

綜

蜘
順
純
的
譜

だ

碓

鴇

が
細
｡)
之
に
つ
3･
S
で
は
理
論
上
'
所
得
在
る
も
の
が
考

へ
ら
れ
ね
ば
在
ら
S
.
新
得
亡
は
'
或
弘
は
滑
愛
し
威



仏
は
貯
蓄
す
べ
-
.
を
の
収
得
者
の
任
意
に
委
ね
ら
れ
る
所
の

一
定
潮
田
に
這
人
ら
凍
た
る
貨
幣
額
で
あ
h
P
貰
う

し
て
其
れ
が
之
を
獲
る
究
め
に
愛
さ
れ
光
る
費
用
よ
h
も
大
在
る
場
食
'
そ
の
差
は
僚
剰
所
得
を
覆
し
'
大
凡
'
向

l
比
率
を
も
っ
て
資
本
曙
姫
を
促
す

の
で
あ

る
t
S
ま
姑
ら
-

7
観
民
に
兼
食
せ
ら
れ
た
所
得
だ
資
本
と
の
滑
液

を
'
戦
前
西
欧
諸
国
の
状
態
に
敏
し
み
る
懲
ら
ば
､
を
れ
は
年
々
三
分
の
増
進
堅
木
し
た
と
S
ふ
む
芸
三

着
の
カ

プ
セ
ル
の
説
を

一
顧
す
る
怒
ら
ば
'
既
に
を
が
貨
幣
罷
漆
の
韓
散
を
か
-
も
高
揚
し
た
る
以
上
か
J
る
資
本
の
概
念

は
論
理
必
怨
の
所
産
有
の
で
あ
る
が
'
乙
1
に

7
つ
注
意
せ
ら
る
べ
き
の
は
'
そ
れ
が
愈
々
'
ク
ラ
ー
ク
及
び
福
田

博
士
の
説
け
る
所
論
に
吻
食
す
る
も
の
砂
か
ら
き
る
乙
W
に
て
あ
ら
姶
ば
覆
ら
ぬ
o
先
づ
ク
ラ
ー
ク
老
致
控
は
三
十

僚
年
前
す
で
に
資
本
kj資
本
財
f̂J
の
群
別
せ
ら
る
べ
き
を
論
じ
､
ね
3･革
質
止
'
資
本
よ
b
獲
れ
る
利
息
だ
資
本
財

よ
り
獲
ら
れ
る
貸
手
と
の

一
致
す
る
の
む
認
め
た
の
等
の
る
が
'
此
虞
に
七
の
カ
ツ
.セ
ル

は
造
か
に
讃
-
'
を
の
資

本
概
念
の
方
を
説
い
た
の
み
に
止
ま
る
こ

鍔

lPhI.ark,N:
5eYDoirsifitb9uOtbencb..FIX
.)
っ
ぎ
に
'
資
本
の
抽
象
性
'
永
却
流
樽

性
.
利
殖
本
性
を
刀
説
せ
ら
れ
る
の
に
於
い
て
.
我
が
藤
田
博
士
は
カ
ツ
セ
ル

だ
類
似
L
を
れ
皆
も
.
博
士
が
労
働
_

及
び
土
地
を
絶
対
的
範
噂
ミ

さ
う
し
て
資
本
を
相
薯
的
範
噂
だ
な
し
た
の
に
於
い
て
は
'
彼
此
あ
仏
典
握
る
79
の

あ
る
や
う
に
見
え
る
O
け
れ
S
Jも
'
カ
氏
が
絶
封
的
ビ
な
せ
る
も
の
は
異
資
本
に
兵
在
ら
ず
'
謂
ふ
ビ
こ
ろ
の
資
本

に
S
光
っ
て
は
同
じ
-
細
動
的

･
歴
史
的
だ
覆
す
79
の
で
あ
る
か
ら
.
賓
贋
上
雨
着
の
見
解
に
は
大
差
あ
る
79
の
で

あ
ら
得
な
S,
O

ま
允
斯
か
る
資
本
概
念
を
建
つ
る
以
上
t
が
エ
エ
ム
◎
バ
グ
エ
ル
ク
の
及
び
之
恕
詳
述
し
精
化
し
た

堕

二
十
八
巻

(
兎
九
九
)

論

説

カ
タ
七
宝

理
論
的
赦
曾
経
蜂
撃
』
の
研
究
(英

二
)

第
六
教

八
1
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三
十
八
番

二

〇
〇
〇
)

論

説

カ
プ
セ
ル
『捜
論
的
鉄
骨
経
済
畢
』
の
研
究
(英
二
)

第
六
携

八
二

マ
～
シ

ャ

ル

'
ア
グ
ナ
ア
等
の
資
本
の
隈
別
即
ち
簡
人
資
本
⑳
敢
倉
的
資
本
の
群
別
を
無
税
す
る
の
所
論
に
S
た
っ

て
も
'
カ
氏
は
略
ぼ
瀧
田
博
士
だ
向

妄

場
に
立
岩

で
あ
る
3
(
讃

適

職適

oe
i纏

建

議

娼

謂

讃

eS!(r謂

c.

ShasTitlai･.%kI･.I,)

ruて
.
吾
人
は
今
貰
っ
て
本
編
論
述
の
頂
き
を
覆
す
鮭
添
主
義
の
原
則
の

叫
股
を
往
見
せ
ね
ば
在
ら
ぬ
O
抑
も
洗

通
轟
韓
の
基
調
は
給
費
の
自
由
に
あ
る
O
然
る
に
吾
人
の
欲
望
が
無
限
無
量
在
の
に
射
し
V
.
を
の
充
足
手
段
は
常

に
相
対
的
稀
少
懲
り
を
原
則
rfJ
す
る
.
寝
酒
主
義
の
原
則
は
を
れ
ゆ
ゑ
に
'

一
方
各
鎮
座
圭
段
が
善
用
さ
れ
る
の
む

ヽ
ヽ

要
衆
す
る
だ
共
に
.
他
方
渚
欲
望
の
分
類
系
列
を
傍
ら
其
の
中
よ
り
重
要
覆
る
欲
望
の
み
を
充
足
せ
し
め
る
の
む
必

須
一己
す
る
.
換
言
す
れ
ば
'
書
き

生
産
の
指
導
だ
客
観
的
に
妥
皆
を
欲
望
の
抑
制
}J
を
要
請
す
る
り
で
あ
る
｡
3
う

し
て
､
生
産

･
流
通
を
通
じ
壬
冗
三
先
}J
統

一
的
意
志
カ
を
欧
-
E
rJ
ろ
の
綜
合
経
済
に
お
い

て.
斯
か
る
要
求
は

●
●

抑
も
如
何
に
し
て
蓮
成
せ
ら
る
べ
き
か
'此
れ
が
寮
韓
重
義
の
原
則
の
滞
か
ん
だ
す
る
問
題
在
の
で
あ
る
｡
先

づ

.共

同
的
欲
望
の
抑
制
と
S
ふ
も
の
が
極
め
て
籍
明
に
片
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
｡
凡
そ
有
ゆ
る
欲
望
は
'
現
存
経
緯
生
活
の

搬
拝
及
び
済
水
密
済
生
活
の
費
展
の
慮
め
に
抑
制
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
き
る
は
常
食
で
あ
る
が
.
か
J
る
統
御
の
大

使
命
は

一
に
専
ら
そ
の
充
足
手
段
に
封
す
る
慣
格
の
決
定
に
よ
っ
て
果
n
れ
る
｡

其
れ
故
に
､
惜
格
決
定
は
賓
に
､

貌
在
手
段
を
為
っ
て
瀞
略
せ
ら
る
べ
き
範
陸~
だ
け
に
財
的
需
要
を
抑
制
す
る
ビ
rJ
ろ
の
赦
骨
置
韓
的
使
命

d
ie
so
乱
･

a
loek
o
n
o
m

iSCh
e
A
u
fg
abo
を
遂
行
す
る
も
の
ど
謀
る
の
で
あ
る
o
ruう
し
て
､
共
同
経
絡
的
欲
望
の
発
足
が
'
粗



枚
を
の
他
の
盈
課
E
S,ふ

山
樽
の
倍
希
を
も
ク
で
抑
制
せ
ら
れ
る
rJ
}J
披
､
財
政
琴
の
出
費
鮎
を
な
す
の
で
あ
る
.

卿.i.6･
欲
望
抑
制
に
甑
す
る

表

的
場
命
が
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
各
経
.@
翠
位
の
側
に
お
け
る
給
費
選
葦
の
自
由

は
我
が
流
通
審
輪
の
最
重
最
要
の
基
調
で
あ
り
'
9Jbう
し
て
最
捉
最
奥
の
性
質
に
お
S
て
英
は
共
産
的
経
緯
に
常
す

る
正
反
対
光
る
79
の
で
あ
る
.
で
t
rJ
の
給
養
自
由
に
封
す
る
制
限
は
'
其
の
需
要
の
強
n
に
比
較
せ
ら
れ
党
営
該

財
貨
の
諌
少
性
の
急
有
る
の
に
比
例
し
て
愈
々
峻
厳
で
あ
ら
ね
ば
覆
ら
ず
O
か
-
て
欲
望
抑
制
の
機
騒
光
る
慣
格
も

亦
た
ま
も
に
此
の
稀
少
性
に
鷹
う
で
決
定
さ
れ
ね
ば
怒
ら
沿
O

を
れ
故
に
t
流
通
審
欝
に
お
い
て
稀
少
性
の
原
則
在

る
も
の
は
.
債
務
の
塵
迫
に
よ
-
P之
が
滑
農
を
ば
其
の
財
の
比
較
的
確
少

さ
}J詞
和
せ
し
む
る
fJ
卓
を
意
味
す
る
O

か
-
て
稀
少
性
の
主
義
は
'
機
格
理
論
開
明
の
q
従
う
y
経
瞭
理
論
仝
鰹
の
研
究
の
最
根
本
的
秘
鍵
を
覆
す
も
の
在

の
で
あ
る
O
た

3･各
購
買
者
は
賓
際
上
､
最
低
債
務
支
排
を
欲
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
せ
79
'
此
度
に
て
は
無
差
別

の
法
則
よ
-
宥
は
れ

で､
姑
ら
-
同

1
財
貨
同

一
債
務
耽
葦
の
存
在
す
る
79
の
有
る
rJ
}J
を
椴
定
す
る
､
然
ら
ば
'

慣
格
の
騰
落
は
必
然
逆
に
需
要
の
落
際
を
ruを
払
丁
稀
少
性
原
則
は
有
数
に
作
用
ら
-
で
あ
ら
う
｡
か
-
説
き
寮
つ

V
.
我
が
著
者
は
'
後
に
柵
述
詳
論
せ
ら
れ
て
ゐ
る
謂
ゆ
る
限
界
利
用
の
理
法

d
e
T
SOg･
G
l･enZnutZentheorie
に

関
す
る
反

マ
ー
シ

ャ

ル

的
論
戦
を
小
出
し
に
鮎
出
す
る
｡
凡
を
限
界
利
用
の
理
法
､
就
中
'
そ
の
最
普
通
の
場
合
た

る
利
用
の
遮
減
の
理
法
と
は
'
同

7
人
に
著
し
同

l
時
に
お
け
る
同

l
財
の
利
用
は
'
を
の
財
を
既
有
す
る
量
の
多

き
に
乾
う
で
逓
減
す
る
も
の
で
あ
り
'
3
う
し
て
柄

一
時
に
お
い
て
其
の

一
定
量
の
増
加
よ
り
得
ら
れ
る
最
腔
の
利

第
三
十
八
啓

二

〇
〇
二

倫

説

カ
ナ
立

岩

捜
論
的
雛
曾
鮭
溶
畢
』
の
研
究
(英
二
)

第
六
酷

八
三



第
三
十
八
番

二

〇
〇
二
)

論

説

カ
ソ
七
宝
慧

細
的
祉
曾
経
済
撃
』
の
研
究
(
英
二
)

第
六
既

八

四

用
を
限
界
利
用
だ
覇
す
る
の
で
あ
る
が
､
rJ
の
限
界
利
用
の
大
ru
乙
を
慣
格
の
最
高
阻
む
足
ひ
る
だ
写
す

の
で
あ

る
｡

約
す
れ
ば
'
中
衛
的
状
態
に
お
け
る
限
界
利
用
は
欲
望
充
足
の
限
界
分
に
封
し
て
支
沸
は
る
べ
き
憤
格
}J
物
合

す
.,(
さ
で
ゐ
-
t
n
う
L
y
比
の

1
敦
は
他
面
よ
b
眺
め
れ
ば
'
欲
望
充
足
手
段
の
仝
利
用
が
最
大
限
度
に
達
し
允

怒
左
亡
も
在
る
}J
い
ふ
の
で
あ
る
e
然
る
に
､此
の
理
法
は
少
な
-
}J
も
債
務
決
定
鞄
論
わ
礎
石
}J
し
て
'
仝
-
'謬

想
採
る
べ
か
ら
き
る
も
の
で
あ
る
0
抑
も
諌
少
佐
の
法
則
に
疲
れ
ば
'
侶
格
決
定
の
目
的
は
既
存
数
量
に
て
魔
酬
し

得
ら
れ
る
範
囲
鞄
だ
け
抱
其
の
霜
尊
翼
度
を
抑
制
せ
ん
と
す
る
の
に
あ
る
｡
稀
少
性
に
よ
り
決
ゆ
ら
れ
た
憤
格
は
其

れ
に
て
如
何
程
ま
で
欲
望
が
発
足
せ
ら
る
.,(
き
か
､
又
た
如
何
程
が
粗
ぼ
最
終
的
又
は
限
界
的
欲
望
で
あ
る
べ
き
か

を
決
定
す
る
も
の
で
'
逆
に
'
限
界
利
用
が
慣
格
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
｡
の
み
寄
ら
ず
､
限
界
利
用
論
者
は

審
醇
主
値
が
生
産
上
凡
を
仝
利
用
の
最
大
限
yJ
い
ふ
も
の
を
目
標
光
ら
し
ゆ
る
rJ
IJ
を
前
提
す
る
の
で
あ
る
け
れ
6J

も
､
賢
際
上
は
を
の
逆
で
'
即
ち
適
正
有
償
格
決
定
を
通
は
し
を
R
,yJ
無
限
大
在
る
.,(
き
欲
望
を
抑
制
せ
ん
だ
す
る

の
で
あ
る
｡

か
-

し

て

カ
ツ
セ
ル

は
'
限
界
利
用
の
理
法
を

斥
け
'

叉允
謂

ゆる
給

費
潜
像

剣
の
概
念
を
否
認

す
る

O

●

●●

つ
い
で
撃
二

に

'

席

少

性
主
義

に

縁
る
債
格
決
定
が
生
産

の
調

節
て
ふ

宥程
を
通
はし
.tJ

如
何
に
財
貨
動
静

の
最

経
済
用
化
を
遂
行
す
る
か
の
甥
義

へ
yJ
説
き
進
み
'
同
時
に
改
め
て
穣
少
佐
の
本
義
を
詳
述
す
る
O
此
廃
要
で
は
財

の
既
存
数
量
を

1
足
･ij
看
厳
し
允
が
､
今
や
rJ
の
暇
足
を
捨
て
､
欲
望
充
足
手
段
数
量
は
蕃
醇
上
は
溌
技
術
上
或
る

程
度
ま
で
増
殖
せ
ら
れ
且
っ
を
の
用
途
は
相
払
代
替
し
得
る
も
の
FyJ
す
る
O
然
ら
ば
ヾ
連
座
手
段
は
何
れ
へ
向
う

吃



供
給
せ
ら
れ
.
鋸
う
て
何
が
重
度
せ
･up
る
べ
き
か
O
乙
の
答

へ
は
簡
明
で
p
経
済
原
則
は
､
既
存
生
産
手
段
が
最
審

蜂
的
方
法
に
て
利
用

せ

ら
れ

る
'
即
ち
最
も
多
-
支
沸
ふ
べ
き
需
要
を
充
允
す
べ
-
充
用
せ
ら
れ
る
の
む
要
敦
す

る
O
然
る
に
､
需
要
の
碍
n
は
慣
格
に
て
表
葺
せ
ら
れ
'
そ
り
慣
格
は
ま
た
稀
少
性
に
よ
h
て
決
膚
せ
ら
れ
る
が
故

に
'
短
語
す
る
怒
ら
重
度
手
段
は
稀
少
性
主
義
に
従
う
て
慣
格
付
け
ち
る
.,(
し
だ
い
ふ
rJ
E
に
覆
る
O
か
-
y

7
度

び
'
生
産
手
段
(碓

鮎

触
)
に
封
す
る
憎
格
の
決
定
せ
ら
れ
た
上
は
'
凡
慧

生
産
物
の
慣
格
は
之
が
生
産
に
須
要

せ
ら
心
た
鎮
座
手
段
の
絶
頂
格
に
従
う
て
算
出
せ

ら

る

',(
さ

の
で
あ

る
o
n
う
し
て
此
の
纏
慣
格
を
を
の
費
用

K
osten
だ
い
び
p
従
う
て
有
ゆ
る
生
産
物
は
を
の
重
度
費
に
相
普
す
る
債
務
を
受
け
て
其
の
責
債
の
最
低
限

た

ら

し
ゆ
る
W
い
ふ
此
の
倍
格
決
定
行
程
を
指
し
て

費
用
原
則

K
osten
prin
zip

と
稀
す
る
O
此
の
原
則
は
然
し
在
が

ら
'
費
用
の
斯
か
る
性
質
よ
り
し
て
解
す
れ
ば
畢
克
'

7
艇
的
霞
拾
原
則
の

叫
論
結
に
外
在
ら
ず
ど
も

看
得

ら

れ

一<

..J
t_.｡
if
浩

㌦

州
.i:.
:
拙....
..:･晶

:
.-.:･3.･l
･l=.･T
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'･･t
･:･..I.･欄
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㍉
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で
iilTT
ふ
'

債
務
決
定
行
程
は
各
生
産
手
段
乃
至
要
因
に
遍
ね
-
作
用
ら
き
'
そ
の
結
果
各
手
段
に
は
其

の
穣
少
性
に

倖
ふ
曙
格
が
支
沸
は
れ
る
亀
の
で
あ
る
か
ら
､
此
の
慣
格
は
宇
宙
,･{
･e
見
れ
ば
'
各
要
因

へ
の
所
得
を
形
成
す
る
O

即
ち
所
得
形
成
の
各
過
程
は
全
然
'

一
般
的
慣
審
決
寮
行
程
中
に
伏
在
し
､Y
且
つ
此
れ
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
D

だ
か

ら
叉
､
慣

格

決
定
は

･｢
分

配
｣

だ洩
稀

せ
ら

れ
る
行
程

登
健を包
括
す

るも
の

に
外

在
ら

警

O
(紬
細
野

A
T
L
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;
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塁
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第
三
十
八
巻

八
一
〇
〇
四
)

論

説

カ
タ
セ
覧

捜
論
的
赦
督
経
済
聾
』
の
研
究
(
英
二
)

第
六
務

八
六

榊
関
野
讐

g
o)
賓
際
生
活
に
お
け
る
慣
格
決
定
行
程
に
は
伺
墜

今
ま
で
考
慮
せ
ら
れ
苦

し

表

の
飽
原
因
が
作

用
す
る
'
即
ち
以
上
に
で
は
.
生
産
手
段
の
債
格
が
輿

へ
ら
れ
1
ば
常
に
直
ち
に
生
産
物
の
生
産
登
が
決
定
せ
ら
汁

る
の
む
侶
定
し
た
の
だ
け
れ
せ
79
'
現
賓
問
題
だ
し
て
は
生
産
嚢
が
顛

-
決
定
せ
ら
れ
沿
場
食
も
亦
允
妙
音
か
ら
ず

●
●

存
在
す
る
C
か
-
て
必
然
'
稀
少
性
の
重
義
だ
け
に
て
は
慣
格
を
決
定
す
る
の
に
不
充
分
で
あ
り
'
弦
に
第

四

の
問

題
だ
し
て
等
し
-

1
燈
的
麓
瞭
原
則
の
通
用
に
は
外
在
ら
き
れ
仏,)
も
､
席
少
性
主
義
を
補
ふ
}J
rJ
ろ
の
補
充
的
法
則

su
p
pleh12ntaere
P
riu
zipicn

若
干
を
鬼
出
だ
さ
ぬ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
｡

で
'
発
つ
馨
げ
ら
る
べ
き
補
充
的
法

則
は
'
企
業
⑳
生
産
物
の
種
類
に
よ
る
生
産
蛍
差
別
の
重
義

D
EEerential･prin
zip
で
あ
る
｡

そ
れ
は
又
'
こ
れ
ら
の

諸
企
業
が
銀
座
数
量
を
増
加
せ
し
め
A
だ
す
る
亡
き
其
の
増
量
各
単
位
が
惹
き
起
す
費
用
の
滑
液
だ
い
ふ
観
鮎
よ
り

L

y.
夏
ら
に
生
産
費
遮
城

◎
逓
増
◎
不
礎
の
三
っ
の
法
則
に
別
免
れ
る
｡
貰
う
し
て
挽
近
､
囲
々
の
審
済
馨
展
の

辿
っ
た
軌
跡
が
大
凡
､
右
の
遮
曙
法
則
に
支
配
せ
ら
れ
る
産
業
例

へ
′ば
農
耕
業
よ
h
L
y
.
遮
城
法
則
に
左
右
せ
ら

れ
る
も
の
例

へ
ば
機
械
的
工
業

へ
の
推
移
に
'

一
致
す
る
事
は
何
人
も
知
る
}J
rJ
ろ
な
の
で
あ
る
｡
之
に
引
績
-
補

充
的
法
則
は
代
替
の
法
則

S
u
bEtitu
tionSPrinzip
で
あ
る
が
9
其
虞
に
で
注
意
せ
ら
る
.,(
45TJは
､
後
れ
が
臆
の
法
則

に
閲
は
ら
し
め
三

倍
格
決
定
要
因
だ
し
て
か
の
限
界
生
産
力
の
概
念
か
斥

け
た
事
に
外
在
ら
ぬ
U

即
ち
'代
替
の
法

則
に
従
う
て
利
用
せ
ら
る
べ
き
諸
手
段
の
比
較
的
数
量
は
'
唯
だ
其
の
慣
格
が
酌
量
せ
ら
れ
た
上
に
て
始
め
て
決
定

せ
ら
る
べ
き
79
の
で
あ
る
か
ら
､
限
界
生
産
力
は
決
し
て
慣
格
決
定
の
能
働
約
原
因
た
h
得
ず
'
限
界
生
産
力
,fJ
潜



格
と
は
革
質
上
全
然
等
し
-
患
知
の
二
要
素
在
の
で
あ
る
三
呂
ふ
の
で
あ
る
O
貰
う
し
て
最
後
の
補
充
的
法
則
芭
し

て
は
､
給
金
生
産
物
憎
格
決
定
の
法
則

PrJ'nZip
d

er･
PreiSb
ild
u
n
g
v
e
r
b
u

naener
Pt･odukte
を
馨
げ
る
.

3
y
以
上
の
解
説
を
終
っ
て
か
ら
'
カ
ツ
セ
ル

は
､
流
通
寝
酒
の
組
織

7
斑
を
約
鼓
し

て以
っ
て
共
産
立
義
的
敢

骨
を
略
評
す
る
｡
抑
7g
流
通
審
済
む
し
て
流
通
経
済
た
ら
し
ひ
る
は

1
殻
的
審
韓
主
義
の
作
用
で
あ
り
'
又
た
こ
の

原
則
を
可
能
怒
ら
し
ひ
る
所
以
は
債
格
決
定
上
に
稀
少
性
重
義
及
び
之
を
荷
電
す
る
諸
法
則
が
作
用
す
る
か
ら
で
あ

ヽ
ヽ

る
｡
然
る
に
'
補
充
的
諸
法
則
と
は
V
姑
ら
-
観
瓢
を
か
ふ
れ
ば
'
馨
用
の
概
念
を
よ
ち
正
確
に
足
め
ん
だ
す
る
も

の
に
外
在
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
'
短
言
す
れ
ば
を
は
又
､
登
用
原
則
だ
覆
す
恕
妨
げ
な
い
O
そ
れ
故
に
.
流
通
怒
済

七
は
又
.
各
鍵
屋
手
段
が
生
産
行
程
中
に
稀
少
性
及
び
贋
用
の
法
則
に
後
払
を
の
所
得
だ
し
て
慣
格
を
受
け
'
二
方

を
の
所
得
の
範
囲
に
て
自
由
に
給
費
な
行
払
つ
～
p
他
方
お
の
づ
か
ら
塵
塵
を
指
導
し
街
-
ビ
こ
ろ
の
組
織
警
官
ふ

切
で
あ
る
｡
貰
う
し
て
児
の
組
織
は
.
欲
望
が
窺
限
で
あ
る
の
に
其
の
発
足
手
段
が
有
限
在
る
限
り
'
又
た

7
穀
的

寝
酒
法
則
を
有
数
に
作
周
せ
し
め
ん
W
す
る
限
D
に
お
い

てp
特
定
者
経
済
組
織
又
は
法
梓
秩
序
を
超
越
し
て
常
任

必
然
的
在
る
E
rJ
ろ
の
機
構
在
の
で
あ
る
｡

尤
も
､
聾
際
の
慣
格
鐘
活
に
あ

り

七
は
'
を
が
愈
々
勤
的
な
る
に
つ

れ
'
乙
の
主
義
の
静
趨
よ
う
経
路
せ
し
ひ
べ
き
障
碑
は
轟
々
多
-
な
り
療
た
る
の
で
あ
る
が
p
英
は
次
編
へ
譲
ら
れ

る
串

.d
L

y.
己
に
79
か
～
･に
も
辺
上
達
成
し
詑
ケ
プ
レ

ル

的
観
察
の
結
泉
は
､
憂
ら
に
他
の
有
ゆ
る
星
座
の
同
時

第
三
十
八
懸

二

〇
〇
五
)

論

説

力
三

雲

慧

謁

洗
骨
経
済
碧

の
研
究
(英
二
)

第
六
携

八
七



発

三
十
八
奄

二

〇
〇
六
)

論

説

カ
ツ
セ
ル
『
捜
論
的
赦
曾
経
溶
畢
』
の
研
究
(
英
二
)

第
六
携

八
八

的
運
動
を
か
景
す
る
だ
鴇
.
大
差
覆
き
旨
を
預
師
L
y
お
-
｡
顧
み
る
に
､重
商
主
義
時
代
に
は
国
家
致
富
の
名
に
お

S
で
分
党
交
換
の
唱
由
に
射
し
y
官
僚
的
滑
車
を
要
す
と
せ
ら
れ
'
つ
い
で
冒
由
鼓
索
の
時
代
に
は
私
的
企
業
中
心

の
流
通
経
済
は
其
れ
自
鰹
内
に
自
働
酌
調
整
機
能
を
固
有
す
る
が
故
に
簡
々
人
の
利
益
追
求
は
何
時
に

コ

の
見
え

き
る
手
｣
に
よ
っ
て
各
階
の
慶
庵
帰
港
へ
導
か
れ
る
.iJ
せ
ら
れ
食
Ll
が
然
し
'
を
が
自
明
を
-
ど
し
た
自
由
競
肇
の

下
に
y
は
需
要
供
給
の
家
令
が
能
-
生
産
費
の
法
則
だ
調
和
し
y
慣
格
を
決
定
す
べ
し
だ
の
状
態
は
'
昔
年
に
あ
ら

で
す
ら
異
質
で
有
か
っ
た
け
れ
皆
も
'
今
日
に
あ
h
Y
は
英
は
吏
ら
に

一
層
重
大
を
制
限
を
受
け
て
ゐ
る
O
即
ち
､

7
方
に
は
産
業
界
に
お
け
る
隣
輿
･各
回
よ
り

童
み
て
カ
ル
テ
ル

や
ト
ラ
ス
J･及
び
猫
古
的
企
業
の
盛
ん
覆
る
あ
Ja
P

他
方
に
は
滑
塁
審
敢
合
に
お
け
る
組
織
的
国
際
的
協
約
の
普
及
す
る
あ
っ
y
r
恰
も
生
産
物
に
標
準
化
の
街
は
れ
を

る
が
や
う
に
'
其
の
債
務
･FP
亦
溌
標
準
化
せ
ら
れ
よ
う
だ
L
y
ゐ
る
.

だ
か
ら
極
言
す
れ
ば
'今
や
デ
ユ
ダ
オ
ン
ス
'

ク
サ
ル

ノ
ー
ら
の
定
言
し
光
意
奴
の
満
場
は
漸
-
滅
却
せ
ら
れ
よ
う
だ
L
t
穫
う
で
叉
'
負
由
競
肇
及
び
需
要
供
給

寮
合
の
理
義
を
も
っ
て
し
て
は
現
代
霧
済
生
活
の
異
相
を
説
-
髄
娃
ざ
ら
ん
だ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
蕗
る
に
自
由

競
守
が
耗

払
絶
滅
し
光
れ
ば
だ
て
.
慣
格
が
凡
そ
登
用
法
則
に
従
う
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
に
は
疑

弘
が
有
S
o
ま
た

メ

斯
か
る
債
務
決
定
行
程
が
私
企
業
の
否
認
せ
ら
れ
た
敢
骨
に
お
S
で
す
ら
有
数
在
の
79
明
白
で
あ
る
｡
で
､
斯
-
登

用
法
則
に
よ
h
決
定
せ
ら
れ
允
許
償
状
態
は
'
そ
の
費
用
を
中
心
と
し
て
動
蟻
す
る
上
下
若
干
の
幅
が
開
か
れ
て
ゐ

る
だ
け
に
止
せ
普
る
t
ruう
し
て
流
通
凝
務
続
刊
に
蘭
す
る
置
換
的

･
赦
倉
的
立
法
が
.
き

,
有
数
溌
h
街
-
の
に



お

い
て
は
､

叫
犀
簸
る
の
で
あ
る
｡
fJ
の
理
由
に
よ
り
.
現
存
滑
通
毒
酒
の
裁
量
巻
き
理
解
を
因
め
ざ
し
す
一
>

今
や

吾
人
は
次
編
を
も
っ
て
稀
少
性
童
義
及
び
補
充
的
法
則
の
表
現
た
る
費
用
原
則
の
基
調
の
上
に
考
察
せ
ら
れ
ね

｢
各

生
産
要
素

へ
の
慣
格
決
定
｣
を
詳
述
せ
ん
だ
す
る
の
で
あ
る
｡
尭

3･之
に
党
だ
つ
て

忘
pp
t
共
産
的
散
骨

へ
の
其
の

有
数
n
に
蹄
詑
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
褐
o
慣
格
決
定
法
則
は
､
繰
り
返
し
言
へ
る
が
顔
-
'

1
腹
的
経
済
主
義
の
原
則

の
締
結
契
る
が
故
に
､
同
原
則
が
認
め
ら
れ
る
限
-
p
英
は
経
鱒
組
織
乃
至
は
法
律
秩
序
を
超
え
て
有
数
た
る
べ
き

の
で
あ
る
O
静
も
共
産
的
敢
愈
に
あ
り
七
は
'
物
的
生
産
手
段
及
び
塵
魔
物
は
札
を
敵
禽
有
任
せ
ら
れ

る
け
れ

皆

も
'限
ら
れ
た
る
既
有
財
貨
を
79
つ
て
限
ち
な
,m
需
要
に
鷹

へ
し
め
る
た
め
に
は
'
各
種
財
貨
は
'其
の
稀
少
性
に
従

う
て
粕
皆
慣
格
が
評
定
せ
ら
れ
以
っ
て
需
要
を
安
静
有
史
に
抑
制
す
る
だ
こ
ろ
あ
ら
ね
ば
在
ら
沿
｡
此
れ
は
､
生
産

手
段
中
線
に
動
労
に
つ
い
て
は

山
静
顧
著
等
の
つ
て
.
程
々
の
仕
事
に
瀞
す
る
慣
格
は
甘
薯
-
其
の
需
要
を
統
御
す

る
に
耐
ふ
る
だ
け
の
高
n
を
雁
拝
せ
ね
ば
な
ら
す
､
貰
う
L
y
努
勘
が
直
接
生
産
へ
寄
輿
す
る
場
食
に
は
其
の
倍
格

は
皆
SJb
L
-
其
の
所
産
の
債
務
に
等
し
か
ら
ね
ば
な
ら
沿
｡
n
う
し
て
'
あ
玉
覆
る
静
観
は
此
れ
に
外
在
ら
沿
｡
世

上
'
労
銀
制
度
の
廃
止
を
喝
ふ
る
も
の
＼
意
は
凡
を
'
其
の
時
々
の
努
働
市
場
の
状
勢
以
外
の
或
る
客
観
的
要
素
に

ょ
-
て

此
の
努
働
力
慣
格
を
決
定
せ
し
め
よ
う
}J
す
る
の
に
あ

る
o
け
れ
蟹
も
.
そ
れ
は
明
か
に
謬
妄
('J
あ
っ

て
'
食
理
的
在
る
洗
骨
重
義
的
赦
倉
に
お
け
る
静
銀
は
'
ま
た
必
ず
や
'
そ

の
時
々
の
労
働
市
場
状
況
を
反
映
す
る

稀
少
性
主
義
及
び
補
充
的
原
則
に
徒
ふ

｢
債
務
決
定
理
法
｣
に
ょ
つ
て
定
め
ら
れ
る
7g
の
で
あ
ら
ぬ
ば
な
ら
粕
｡
而

第
三
十
八
番

(
一〇
〇
七
)

論

説

カ
ジ

セ
芸

捜
論
的
紋
骨
絞
靖
婆
E
の
研
究
(英
二
)

第
六
舵

八
九



第
三
十
八
懸

二
〇
〇
八
)

論

説

カ
タ
七
宝

雲

脚
的
社
食
経
漸
撃
』
の
研
究
(
英
二
)

第
六
洗

九

〇

L
y
.
例
へ
は
職
業
自
由
の
制
限
'
移
出
人
民
の
禁
止
､
顔
見
の
制
限
等
(鵬
凱
紳
幣

撃

詣

鵠

第

㍍

等

)
に
よ

ら
き
る
或
る
手
段
方
法
を
用
ゐ
て
'
如
何
程
ま
で
穿
働
者
白
か
ら
其
の
市
場
を
統
制
し
待
べ
き
か
は
t
.お
の
づ
か
ら

別
筒
の
問
題
を
形
ち
づ
-
る
｡
之
に
つ
い
て
は
後
述
を
期
す
る
け
れ
や
も
､
斯
-
の
如
き
は
'
歌

へ
て
赴
昏
主
義
的

秩
序
を
供
つ
ま
で
も
在
-
､
適
正
在
る
教
育

･
指
導
の
カ
に
よ
り
て
賓
現
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
｡

七

現
存
財
貨
を
最
も
有
数
に
鐘
慶
治
農
せ
し
め
又
允
所
得
陶
係
を
最
も
妥
皆
に
甥
律
す
る
粒
の
債
務
決
定
理
法
こ
そ

は
､
握
済
生
活
に
お
け
る
制
働
機
た
る
の
で
あ
る
か
ら
.
其
れ
は
斯
-
し
て
決
定
さ
れ
光
る
惜
格
が
厳
た
る
敢
禽
審

済
的
使
命
を
有
す
.る
の
理
義
雪

同
時
に
展
示
す
る
7P
の
で
あ
る
L.'
偽
っ
て
置
済
鐘
活
が

一
般
的
経
済
重
義
に
繰
っ

て
澄
ま
れ
き
る
.,(
か
ら
き
る
限
り
t
rJ
の
慣
格
決
定
理
法
は
､
峯
だ
り
現
存
経
済
組
織
の
み
覆
ら
ず
敢
骨
盤
義
的
同

組
織

へ
も
等
し
-
適
用
せ
ら
れ
て
謬
ら
聖

此
れ
が
カ
ツ
セ
ル

の
確
信
有
の
で
あ
る
が
'
彼
れ
は
更
ら
に
'
乙
の
理

法
が
過
ぎ
往
け
る
倣
界
哉
寧
中
に
出
現
し
た
謂
ゆ
る
慶
態
在
韓
運
用
の
準
縄
だ
し
て
も
同
棲
敦
カ
を
維
持
し
た
る
旨

を
断
言
す
る
.
此
の
塵
局
の
教
生
の
虜
ゆ
'
経
済
理
論
の
各
部
的
崩
痕
従
う
て
肢
砥
よ
り
の
其
の
改
造
を
唱
ふ
る
7g

の
も
亦
屡
々
存
す
る
け
れ
皆
も
.
を
の
慣
格
決
定
理
法
の
上
に
建
て
ら
れ
た
基
本
概
念
は
'
膏
に
欲
動
だ
に
せ
き
･e
′

し
の
み
在
ら
ず
諸
国
民
の
施
し
允
諸
政
策

◎
施
設
の
静
香
を
判
定
す
べ
き
尺
度
を
覆
せ
る
旨
を
力
説
L
t
吏
ち
に
故



れ
ら
に
し
て
若
し
も
慣
格
決
定
理
法
及
び
貨
幣
理
論
の
異
相
を
よ
り
蕃
-
把
返
し
理
解
し
ゐ
た
ら
ん
に
は
t
か
の
如

き
審
鱗
的
鍋
膏
を
未
前
に
防
示
し
待
た
る
.,(
き
夢
堅
尚
調
す
る
｡
之
が
第

1
編
補
遺
文
に
言
ふ
さ
こ
ろ
雀
の
で
あ
る

が
'
を
の
中
､

1
見
流
通
審
滑
の
埼
外
に
立
ち
従
う
て
胞
の
慣
格
理
法
に
で
は
説
明
し
得
き
る
が
如
-
に
L
で
一賓
は

必
ず
し
も
然
ら
す
ご
覆
し
た
t
か
の
物
資
殊
に
日
常
消
費
資
料
の
国
家
的
強
制
配
給

R
a
nzio
n
ierun
gq
て
ふ

一
新
要

素
に
閲
は
る
､
後
れ
の
論
義
に
い
た
っ
て
は
'

一
鷹
往
き
見
る
の
に
偲
び
す
る
.
財
の
灸
的
配
給
制
は
汲
通
怒
涛
の

基
調
た
る
消
費
選
葦
の
自
由
を
制
限
す
る
の
で
あ
る
が
'
然
し
を
れ
は
､
滞
通
密
瞭
計
廃
棄
せ
し
め
た
も
の
で
は
在

-
唯
だ
其
れ
に
附
加
せ
ら
れ
た
も
の
に
止
せ
ま
る
｡
す
襟
は
ち
'
卒
常
経
済
生
活
に
あ
っ
て
須
要
せ
ら
れ
た
る
滑
糞

制
限
が
唯
だ
慣
格
決
定
に
よ
っ
て
充
分
街
は
れ
ね
の
に
馨
し
b
敦
的
配
給
の
下
に
あ
つ

ては
慣
格
の
外
筒
は
認
め
ら

れ
た
る
購
入
許
可
だ
い
ふ
も
の
に
よ
り
七

一
犀
厳
重
に
遂
行
せ
ら
れ
た
の
に
止
せ
ま
る
O
か
の
鍵
盤
的
期
間
中
'
新

制
に
徒
ふ
た
物
資
の
慣
格
は
t
rJ
の
制
を
放
け
る
場
食
の
よ
多
端
造
か
に
低
廉
で
あ
っ
た
の
は
論
筏
S
o
静
も
需
要

弾
力
性
の
乏
ぼ
し
き
生
活
必
需
品
等
の
供
給
期
-
の
如
-
に
激
減
し
た
る
場
食
､
若
し
翠
だ
-
惰
格
に
よ
っ
y
の
み

之
が
需
給
調
節
を
期
し
ょ
う
ど
為
し
た
怒
ら
ば
.
之
が
債
務
引
上
げ
は
異
常
の
率
を
7g
つ
て
虜
さ
れ
ね
ば
在
ら
ず
'

然
ら
ば
英
は
､
所
得
の
犬
S
n
を
兵
に
す
る
各
給
費
階
顔
に
暫
し
で
必
然
著
し
-
不
卒
等
在
る
撃
響
を
及
ぼ
さ
ず
し

て
は
邑
要
職
.
斯
-
し
て
'
日
常
必
需
品
供
給
の
不
足
甚
だ
し
き
場
合
9

灸
的
配
給
の
制
度
は
正
さ
し
-
.
稀
少
性

主
義
に
よ
る
債
務
決
定
事
情
を
補
足
し
砺
調
す
る
の
妙
詞
を
有
り
.
但
し
､
を
の
兼
営
だ
せ
ら
れ
る
の
は
腰
に
を
の

第
三
十
八
巻

(

一

〇
〇
九
)

論

説

カ
ツ
セ

ル
『
亀
論
的
祉
骨
経
済
学
』
の
研
究
(
英
二
)

第
六
耽

九

一



第
三
十
八
巻

(
10
iO)

論

説

カ
プ
セ
ル
『
慧

綱
的
洗
骨
経
漬
聾
』
¢
研
究
(英
一
こ

第
六
鍍

九

二

期
間
を
の
限
界
だ
け
に
限
ら
れ
二

慶
び
を
の
必
要
さ
ら
ば
'
を
は
直
ち
に
磨
乗
せ
ら
れ
以
っ
て
像
格
決
定
原
理
の

定
道
に
復
r
uし
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
聖

然
ら
ず
ん
ば
､
配
合
的
産
屋
カ
は
必
ず
や
非
轟
騎
的
に
濫
用
せ
ら
れ
'
望
ま

し

き
生
産
分
野
は
却
っ
て
虐
め
に
見
捨
て
ら
れ
て
了
う
｡
rbう
し
て
も
之
は
'
国
家
の
輸
出
入
菊
古
や
特
殊
物
資
の

慣
格
調
節
在
世
に
つ
い
て
79
同
様
に
言

び
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

乙
の
骨
編
に
防
は
る
論
評
は
p
次
鹿
紹
連
の
上
に
て
併
せ
行
は
れ
る
の
む
適
正
在
り
ビ

す
る
O
を
の
所
以
は
'
其

魔
に
て
は
'

7
慣
格
決
定
理
法
が
必
然
的
に
存
立
L
t
此
れ
を
通
は
し
て
生
産
及
び
分
配
の
餅
が5
行
は
れ
る
旨
が
力

説

ruれ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
､
然
し
'
分
配
理
法
に
畢
す
る
童
編
は
賓
に
琴

7短
夜
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
思
ふ

に
鞄
論
寝
酒
撃
の
本
鰹
が
活
動
論
に
あ
り
だ
解
し
て
組
織
論
を
埼
外
へ
追
払
p
現
存
審
構
秩
序
を
必
然
在
り
ビ
解
し

て
解
凍
的
別
秩
序

へ
の
展
進
を
拒
み
､
ま

先
番
醇
撃
の
如
き
進
歩
的
拳
闘
i=
あ
ら
Y
は
現
賓
的
関
心
七
要
求
す
る
新

生
の
研
究
に
射
し
て
可
及
的
贋
き
座
席
を
設
け
置
-
薦
め
に
慣
億
芝
ぼ
し
き
萄
記
を
未
放
在
-
淘
汰
す
べ
き
里
繭
唱

す
る
だ
rJ
ろ
の
此
の
著
者
に
}J
つ
て
は
'
乙
の
舷
諭
の
範
囲

｡
内
容
は
'

1
1J
発
つ
首
肯
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ら

ラ
.
然
し
在
が
ら
'
惜
億
論
考
の
全
部
的
抹
殺
に
い
光
っ
て
は
'
如
何
に
斯
か
る
功
利
的
立
場
に
披
ら
う
だ
79
'
間

は
充
分
在
正
常
理
由
を
鬼
出
だ
し
難
い
')
思
は
れ
る
｡
何
故
だ
な
ら
.
宣
戦
的
有
償
倍
が
客
観
的
在
慣
格
の
成
立
･

鼻
歌
の

一
原
因
た
る
rJ
だ
は
肇
ふ
べ
か
ら
す
'
叉
允
貨
幣
霧
豊
任
せ
ら
れ
た
客
観
約
億
位
を
の
79
の
が
直
ち
に
慣
格



で
あ
る
}J
は
論
定
せ
ら
れ
酸
ビ
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
だ
｡
の
み
な
ら
ず
'
思
想
達
磨
の
理
義
よ
-
す
る
も
'
文
花
ペ
ク

ゴ
デ
カ
ル

の
意
奴
よ
り
す
る
も
'
機
伍
概
念
の
縫
承
紹
述
yJ
い
ふ
業
は
決
し
て
無
意
義
で
は
覆
い
の
で
あ

る

か
ら

だ
O

溌
3
･

後
れ
は
'
煩
慮
評
定
行
程
だ
し
て
の
限
界
利
用
の
概
念
を
斥
け
て
専
ら
稀
少
性
の
主
義
を
奉
げ
'
先
覚
の

長
-
推
蔽
せ
る
慣
伍
理
論
を
追
払
出
し
て
新
偵
格
理
論
を
迎
弘
入
れ
ん
だ
す
る
の
に
除
h
に
急
な
の
で
あ
っ
た
o
rJ

の
改
説
に
よ
り
て
ヂ
ユ
ダ
オ
ン
ス
'
マ
ー

シ

ャ
ル

等
の
遺
産
を
細
績
し
っ
ゝ
も
之
を
整
理
改
香
し
箇
畢
化
せ
ん
だ
す

る
功
名
心
に
鎗
b
燃
え
た
の
で
あ
っ
た
O
現
に
見
よ
'
慣
億
の
概
念
を
斥
け
た
る
後
れ
は
他
面
'
主
観
的
に
は
憤
億

評
定
又
は
評
慣

W
er訂
c
haetzung
.aer
Schaetzu義
の
想
念
を
周
ゐ
､
又
允
客
観
的
に
は
其
れ
に
繍
は
る
需
要
の

考

へ
を
カ
調
し
っ
1
あ
る
の
で
あ
っ
て
q
冷
頭
の
讃
者
を
し
て
褒
め
に
'
抑
も
是
れ
'
概
念
に
お
け
る
論
等
で
あ
る

か
清
孝
富
菜
に
お
沖
る
異
論
で
あ
る
か
慰
問
は
し
め
す
え
ば
無
い
の
で
あ
る
｡
か
-
t
t
謂
ふ
yJ
こ
ろ
の
慣
値
概
念

よ
-
解
放
せ
ら
れ
允
理
論
審
瞭
畢

eine
w
ertbegrifE8freie
nationatoekonom
isGhe
T
heolie
は
可
能
な
る
か
は
'

未
解
決
在
る
も
の
ゝ
如
-
に
見
え
ざ
る
を
特
写
S
｡

然
し
在
が
ら
.
S
ま
退
い
て
金
鰻
だ
し
て
此
の
首
編
の
全
精
神
を
考
ふ
る
在
ら
'
流
通
◎
交
換
行
程
を
出
費
鮎
た

ら
し
め
て
慣
格
決
定
及
び
所
得
分
配
の
各
過
程
を
浮
か
ん
だ
し
又
允
沸
っ
て
稀
少
性
主
義
を
ば
債
務
決
定
理
飴
の
出

費
鮎
た
ら
し
め
ん
.,J
し
た
此
の
カ
ツ
セ
ル

の
意
陶
が
'
可
在
を
意
義
あ
る
理
論
的
在
頼
心
へ
触
れ
得
溌
も
の
で
あ
る
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第
六
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九
四

の
は
'
毎

払
得
宣
誓
jJ
思
ふ
.
何
故
だ
寄
ら
ば
､
古
典
派
殊
に
タ
カ
ル

ド
ク
の
よ
う
鍵
承
せ
ら
れ
允
各
生
産
参
加
者

へ
の
機
械
的
分
配
理
論
な
る
も
の
は
､
畢
克
僅
か
に
静
態
的
雀
蜂
だ
け

へ
通
ず
る
の
に
過
ぎ
ず
L
t
t
到
底
､
愈
々

動
態
的
允
-
釆
つ
允
牧
近
組
成
経
済
理
論
の
出
費
瓢
光
ら
し
ひ
る
を
得
ず
'
そ
rJ
に
あ
-
七
は
専
ら
､
接
充
し
費
展

L
y
己
ま
ぬ
戴
模

㊤
階
段
に
お
け
る
職
質
の
洗
通
行
程
を
出
番
鮎
た
ら
し
ゆ
ね
ば
な
ら
沿
か
ら
で
あ
る
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叉
允
顧
み

る
に
シ
ユ
ム
ペ
ユ
タ
㌢
の
名
著

『
費
展
の
理
論
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一
巻
は
､
児
の
問
題
､｢
動
鱒
的
在
る
資
本
重
義
的
経
済
は
如
何
に

し
て

7
般
的
に
可
能
な
る
か
｣

へ
の
解
答
だ
J9
着
倣
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
､
カ
ツ
セ
ル

の
考

へ
方
も
賂
ぼ
t
を

れ
ビ
同

一
軌
道
を
進
ひ
も
の
,S
如
-
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
ruら
に
叉
'
稀
少
性
主
義
在
る
考

へ
に
い
た
っ
て
は
'

近
時
レ

エ
ブ
ラ
ア
の
許
せ
る
が
如
-
に
､｢
各
般
的
に
償
億
論
を
放
棄
し
ょ
う
ど
す
る
か
叉
は
資
本
主
義
的
審
鱗
生
活

給
過
程
の
理
論
的
新
構
成

へ
精
進
し
ょ
う
ど
す
る
か
'
す
る
も
の
に
}J
つ
て
は
.
rJ
の
原
則
は
'
確
か
に
有
用
な
る

出
費
鮎
掌

り
得
る
｣

か
ら
で
あ
る
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e
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新
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U
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げ
に
政
れ
は
'
稀
少
性
の
主
義
に
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
流
通
経
済
の
二

現
象

-
憤
格
て
ふ
概
念
を
ば
審
艶
畢
各

構
成
の
ア
e
oTl
リ

オ
タ

と
L
t
理
論
霞
済
畢
各
論
攻
の
出
費
鮎
た
ら
し
め
る
O
但
し
t
rJ
の
出
費
鮎
が
果
し
て
各
生
産

要
素

へ
の
慣
格
｡所
得
の
決
定
て
ふ
現
賓
問
題
を
解
滞
し
得
'以
っ
て
艦
が
て
理
論
審
済
上
の
到
達
鮎
充
ち
待
べ
き
や

香
や
'換
言
す
れ
ば
各
個
洛
!

利
潤
◎利
息
争
地
代
◎労
銀
の
普
遍
的
健
件
糞
-
得
べ
き
や
否
や
の
問
題
に
S
光
っ
て

は
'夢
'極
め
y
重
大
で
あ
っ
て

之
に
つ
い
Y
は
吾
人
は
必
然
'
次
編
を
従
見
せ
姶
ば
筏
ら
将
の
で
あ
る
O
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